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は
じ
め
に

　

東
チ
ベ
ッ
ト
各
地
を
歩
き
始
め
て
二
十
数
年
が
経
過
し
〉
1
〈
た
。
正
確

に
は
一
九
九
一
年
以
降
、
二
八
年
間
に
二
八
回
、
ほ
ぼ
毎
年
一
回
の

ペ
ー
ス
で
八
月
ま
た
は
一
二
月
に
短
期
調
査
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

一
回
の
調
査
期
間
は
一
週
間
か
ら
二
週
間
、
こ
れ
ま
で
の
総
調
査
日

数
は
約
三
〇
〇
日
に
す
ぎ
な
い
。
滞
在
日
数
か
ら
換
算
す
る
と
、
概

ね
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東
南
部
の
カ
ム
が
七
割
、
東
北
部
の
ア
ム
ド
が
三

割
で
あ
る
。
政
治
的
な
緊
張
の
度
合
い
は
、
総
じ
て
カ
ム
の
方
が
強

い
。
今
振
り
返
れ
ば
、
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
多
く
の
調
査
を

胡
錦
濤
政
権
の
時
代
（
二
〇
〇
二
〜
一
三
年
）
に
実
施
で
き
た
こ
と

は
幸
運
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
当
初
、
青
海
省
や
甘
粛
省
の
ア
ム
ド
地

域
を
中
心
に
調
査
を
開
始
し
た
。
雄
大
な
自
然
、
素
朴
な
人
情
、
多

様
な
宗
教
文
化
、
多
民
族
の
集
住
、
高
地
体
験
等
に
魅
せ
ら
れ
て
興

味
は
尽
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
町
と

の
出
会
い
か
ら
、
東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
統
一
戦
線
活
動
と
政
教
関

係
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
政
教
関
係
の
調
査
で
は
、
一
つ
の
場
所
に

長
居
は
禁
物
だ
。
原
則
と
し
て
一
つ
の
町
や
村
で
の
滞
在
は
、
一
泊

も
し
く
は
二
泊
で
あ
る
。
東
チ
ベ
ッ
ト
の
各
地
に
は
、
中
国
共
産
党

の
軍
事
行
動
の
足
跡
が
色
濃
く
残
り
、
中
国
で
は
政
治
的
に
敏
感
な

地
域
と
見
な
さ
れ
る
場
所
が
多
い
か
ら
だ
。

東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る 

統
一
戦
線
活
動
と
政
教
関
係 

　
─
─
キ
ル
テ
ィ
寺
と
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
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中
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に
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中
国
共
産
党
は
文
化
大
革
命
終
結
後
、
党
外
の
勢
力
と
交
渉
を
行

い
味
方
に
付
け
る
統
一
戦
線
活
動
を
重
視
す
る
政
策
に
転
じ
た
。
チ

ベ
ッ
ト
問
題
に
関
し
て
は
、
鄧
小
平
の
指
示
を
受
け
て
イ
ン
ド
の
チ

ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
接
触
し
、
最
終
的
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世

（
以
下
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
）
の
帰
還
を
目
指
し
た
。
国
内
の
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
寺
院
に
対
し
て
は
、
各
地
域
で
影
響
力
を
持
つ
高
僧
に
働
き
か

け
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
の
委
員
（
大
多
数
は
市
や
県
レ
ベ
ル

の
委
員
会
）
や
愛
国
宗
教
組
織
で
あ
る
中
国
仏
教
協
会
の
幹
部
（
中

央
と
地
方
）
に
任
命
し
、
党
・
政
府
と
地
元
住
民
の
間
で
利
害
調
整

役
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
た
。

　

中
国
共
産
党
の
対
外
的
な
統
一
戦
線
活
動
の
場
と
し
て
筆
者
が
注

目
し
た
町
は
、
四
川
省
阿ア

バ壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
（
以
下
ア
バ
州
）
の

阿
壩
県
（
以
下
ア
バ
県
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
チ
ベ
ッ
ト
問
題
が
凝
縮

さ
れ
た
町
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
「
ダ
ラ
イ
集
団
」
へ
の
批

判
や
愛
国
主
義
教
育
が
盛
ん
で
あ
る
。
市
街
地
に
建
つ
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
の
大
僧
院
キ
ル
テ
ィ
寺
（
一
八
七
〇
年
創
建
）
は
、
二
〇
〇
九
年

以
降
、
複
数
の
僧
が
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
へ
の
批
判
を
目
的
に

焼
身
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
一
九
九

九
年
と
二
〇
一
一
年
に
ア
バ
県
を
訪
問
し
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を

抱
え
る
町
と
寺
の
姿
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。

　

文
革
後
の
東
チ
ベ
ッ
ト
に
て
、
中
国
共
産
党
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

政
教
関
係
が
最
も
色
濃
く
表
れ
た
町
は
四
川
省
甘カ
ン
ゼ孜

蔵
族
自
治
州

（
以
下
カ
ン
ゼ
州
）
色セ
ル
タ達
県
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ラ
ル
ン
五
明
仏
学

院
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
学
拠
点
が
あ
り
、
ケ
ン
ポ
（
学
堂

長
）
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
学
問
を
備
え
た
高
僧
を
中
心
に
、
一
万
人

を
超
す
チ
ベ
ッ
ト
僧
や
漢
族
の
信
徒
を
抱
え
て
い
る
。
鄧
小
平
時
期

に
創
設
さ
れ
、
胡
錦
濤
時
期
に
発
展
し
、
江
沢
民
と
習
近
平
の
時
代

に
粛
正
を
受
け
た
歴
史
を
も
つ
。
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
に
揺
さ

ぶ
ら
れ
発
展
と
粛
正
が
同
居
す
る
仏
学
院
に
て
、
筆
者
は
二
〇
〇
一

年
以
降
定
点
観
測
を
続
け
て
き
た
。

　

本
稿
は
大
僧
院
と
仏
学
院
と
い
う
二
つ
の
宗
教
拠
点
を
舞
台
に
し

た
中
国
共
産
党
の
統
一
戦
線
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、

東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
政
教
関
係
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
政
教
関
係
は
、
大
学
や
政

府
系
研
究
機
関
に
籍
を
置
く
中
国
人
研
究
者
が
取
り
組
む
こ
と
が
困

難
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
外
国
人
研
究
者
が
独
自
に
調
査
を
行
い
、

成
果
を
公
表
す
る
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
。

一
　
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
の
駆
け
引
き

㈠
　
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
一
九
九
九
年
）

　

東
チ
ベ
ッ
ト
を
歩
き
始
め
て
一
〇
年
目
の
一
九
九
九
年
に
よ
う
や

く
ア
バ
県
に
到
着
し
た
。
ア
バ
県
は
四
川
省
ア
バ
州
を
構
成
す
る
一

市
一
二
県
の
一
つ
で
あ
り
、
ひ
と
き
わ
チ
ベ
ッ
ト
色
の
濃
い
町
で
あ

る
。
当
初
一
九
九
三
年
の
訪
問
を
考
え
て
い
た
が
、
情
報
不
足
も
あ
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り
、
な
か
な
か
決
断
が
つ
か
な
か
っ
た
。
九
三
年
に
ア
バ
州
の
紅
原

県
を
訪
問
し
た
際
、
県
公
安
局
に
ア
バ
県
と
若ゾ

ル

ゲ
爾
蓋
県
へ
の
旅
行
を

願
い
出
た
と
こ
ろ
、「
両
県
と
も
対
外
未
開
放
」
と
い
う
理
由
で
却

下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
バ
県
が
正
式
に
い
つ
対
外
開
放
さ
れ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
わ
く
あ
り
げ
な
こ
の
町
は
今
で
も
し
ば
し

ば
外
国
人
の
立
入
が
制
限
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
一
九
九
九

年
一
二
月
、
成
都
を
出
発
し
ア
バ
州
内
の
松
潘
、
若
爾
蓋
、
紅
原
を

経
由
し
て
無
事
に
ア
バ
に
到
着
し
た
。
紅
原
に
滞
在
中
、
街
頭
で
公

安
に
呼
び
止
め
ら
れ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
際
、
唐
突

に
「
外
国
人
は
ア
バ
へ
行
か
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
忠
告
を
受
け
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
当
時
私
が
ア
バ
に
抱
い
て
い
た
関
心
は
、
長

征
時
の
張
国
燾
と
キ
ル
テ
ィ
寺
の
高
僧
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
私
が

東
チ
ベ
ッ
ト
の
中
で
ア
バ
訪
問
を
重
視
し
た
理
由
は
、
学
部
生
の
時

に
受
講
し
た
中
国
現
代
史
の
授
業
で
、
こ
こ
が
長
征
の
重
要
な
歴
史

舞
台
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
亡
命
し
た
高
僧
の
視
点

か
ら
東
チ
ベ
ッ
ト
の
政
教
関
係
を
読
み
解
く
鍵
と
な
る
町
だ
と
考
え

た
か
ら
だ
。

　

ア
バ
市
街
に
到
着
し
た
日
の
夕
方
、
目
抜
き
通
り
の
洽
塘
街
に

て
、
迷
彩
服
に
身
を
包
ん
だ
治
安
維
持
部
隊
と
思
わ
れ
る
二
、
三
〇

〇
人
の
一
団
と
遭
遇
し
、
町
を
覆
う
威
圧
的
で
重
苦
し
い
雰
囲
気
に

圧
倒
さ
れ
た
。
次
に
裏
通
り
の
徳
吉
路
を
歩
く
と
、
党
や
政
府
の
庁

舎
が
次
々
と
並
び
、
人
通
り
の
な
い
寂
し
い
様
子
で
あ
っ
た
。
徳
吉

路
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
各
電
柱
に
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
看
板
が
掲

げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
の
中
の
一
枚
は
露
骨
な
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

へ
の
批
判
で
あ
り
、
東
チ
ベ
ッ
ト
で
こ
の
よ
う
な
過
激
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
目
撃
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　
　
「
愛
国
主
義
教
育
を
繰
り
広
げ
る
の
は
、
ダ
ラ
イ
集
団
と
い
う

分
裂
勢
力
の
影
響
を
一
掃
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
ア
バ
県

人
民
法
院
」

　

一
九
五
九
年
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
イ
ン
ド
へ
亡
命
し
、
六
〇
年
に

イ
ン
ド
北
部
の
町
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
を
設
置
し
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
亡
命
後
、
中
国
共
産
党
は
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
を
敵
と
見
な
し
て
き
た
た
め
、「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
」
と
い
う
尊

称
は
基
本
的
に
用
い
な
い
。
中
国
当
局
が
用
い
る
「
ダ
ラ
イ
」
や

「
ダ
ラ
イ
集
団
」
と
い
う
呼
称
に
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
及
び
亡
命
政
府
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に
対
す
る
敵
対
心
と
侮
蔑
感
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
整
理
す
る
と
、

人
民
法
院
が
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
次
の
三
点
を
訴
え
て
い
る
。

　

⑴　

中
国
共
産
党
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
チ
ベ
ッ
ト
独
立
運
動
の
首

謀
者
と
見
な
し
て
い
る
。

　

⑵　

ダ
ラ
イ
集
団
の
影
響
力
を
ア
バ
県
か
ら
排
除
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

⑶
そ
の
た
め
に
は
愛
国
主
義
教
育
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ア
バ
県
党
委
員
会
が
「
ダ
ラ
イ
集
団
」
批
判
を
重
視
す
る
背
景
に

は
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
の
他
に
ア
バ
が
背
負
っ
て
き
た
紅
軍
と
党
の
分

裂
と
い
う
重
い
歴
史
が
関
係
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
つ
ま

り
、
長
征
途
上
の
一
九
三
五
年
、
毛
沢
東
と
党
の
政
策
に
反
旗
を
翻

し
新
た
な
「
党
中
央
」
の
成
立
を
宣
言
し
た
張
国
燾
の
軍
事
行
動
は

失
敗
に
終
わ
り
、
毛
沢
東
は
張
国
燾
を
「
党
と
紅
軍
の
分
裂
を
画
策

し
た
主
謀
者
」
と
し
て
厳
し
く
断
罪
し
た
。
ア
バ
県
の
党
委
員
会
に

と
っ
て
、
張
国
燾
の
キ
ル
テ
ィ
寺
を
拠
点
と
し
た
分
裂
活
動
の
記
憶

は
い
ま
だ
鮮
明
で
あ
り
、
香
港
に
亡
命
後
カ
ナ
ダ
へ
移
住
し
た
張
国

燾
の
末
路
を
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
批
判
に
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
に
紹
介
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
、「
チ
ベ
ッ

ト
亡
命
政
府
の
策
略
は
張
国
燾
同
様
に
必
ず
頓
挫
す
る
運
命
に
あ

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈡
　
キ
ル
テ
ィ
寺
の
愛
国
主
義
教
育

　

ア
バ
中
心
部
の
洽
塘
街
を
西
に
進
む
と
、
右
手
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

ゲ
ル
ク
派
の
キ
ル

テ
ィ
寺
が
見
え
て
く

る
。
早
朝
、
境
内
に

は
香
炉
で
焚
い
た
草

の
に
お
い
が
た
ち
こ

め
て
い
た
。
気
温
は

零
下
一
〇
度
前
後
で

あ
ろ
う
か
、
本
堂
前

の
広
々
と
し
た
空
間

に
は
厳
粛
な
雰
囲
気

が
満
ち
て
い
た
。
見

る
と
、
一
〇
代
の
少

年
僧
約
二
〇
〇
名
が

本
堂
前
に
集
ま
り
、

整
然
と
座
っ
て
い

た
。
少
年
僧
の
両
脇
に
は
老
僧
が
数
名
ひ
か
え
て
お
り
、
緊
張
が
と

ぎ
れ
て
ふ
ざ
け
る
少
年
僧
に
叱
咤
の
声
を
と
ば
し
て
い
た
。
や
が
て

威
厳
を
そ
な
え
た
指
導
僧
が
あ
ら
わ
れ
、
少
年
僧
に
向
か
っ
て
約
三

〇
分
間
説
法
を
行
っ
た
後
、
老
僧
た
ち
が
す
べ
て
の
少
年
僧
に
五
元

の
現
金
を
渡
し
て
ま
わ
っ
た
。

　

あ
と
で
僧
坊
を
た
ず
ね
、
さ
き
ほ
ど
の
少
年
僧
に
説
法
の
内
容
を

確
か
め
て
み
た
と
こ
ろ
、「
仏
法
の
教
え
」「
愛
国
主
義
教
育
」「
政

治
学
習
」
と
返
答
し
た
。
皆
口
々
に
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
ぐ
ち
を
こ
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ぼ
し
た
。
ど
う
や
ら
経
典
の
な
か
の
一
節
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
後
、
寺
院
内
で
の
規
律
の
乱
れ
や
客
人
へ
の
接
し
方
と
い
っ
た
生

活
指
導
の
話
、
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
等
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
ど
う
り
で
数
人
の
役
人
風
の
男
が
脇
で
話
を
聞
い
て
い
た
わ

け
だ
。
複
数
の
少
年
僧
の
話
か
ら
、「
毎
月
一
回
こ
の
よ
う
な
政
治

教
育
が
行
わ
れ
る
」「
ア
バ
州
内
の
規
模
の
大
き
な
寺
院
で
は
、
定

期
的
に
愛
国
主
義
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
」「
県
宗
教
局
の
職
員
が

チ
ベ
ッ
ト
語
で
祖
国
統
一
や
民
族
団
結
の
重
要
性
を
語
る
こ
と
も
あ

る
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
キ
ル
テ
ィ
寺
は
他
の
寺
院
よ
り
も
愛
国
主

義
教
育
を
熱
心
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

宗
教
関
係
者
向
け
に
編
ま
れ
た
『
愛
国
主
義
教
程
』﹇
国
家
宗
教

事
務
局
編2005

﹈
に
よ
る
と
、
愛
国
主
義
教
育
の
柱
は
ａ
中
華
民

族
精
神
の
涵
養
、
ｂ
憲
法
と
法
律
の
遵
守
、
ｃ
社
会
主
義
制
度
の
擁

護
、
ｄ
中
国
共
産
党
に
よ
る
指
導
の
擁
護
、
ｅ
民
族
団
結
と
祖
国
統

一
の
擁
護
、
ｆ
国
家
の
主
権
と
安
全
の
防
衛
で
あ
る
。
中
国
共
産
党

が
考
え
る
愛
国
主
義
の
核
心
は
、
中
華
民
族
の
団
結
と
祖
国
の
統
一

で
あ
り
、
民
族
問
題
や
宗
教
問
題
を
抱
え
る
チ
ベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ

ル
族
の
居
住
地
区
で
は
、
特
に
ａ
ｅ
ｆ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
中
華

民
族
は
中
国
共
産
党
が
「
漢
族
と
五
五
の
少
数
民
族
の
総
称
」
と
位

置
付
け
る
政
治
的
な
概
念
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ
ル
族
の

中
に
は
、
自
分
た
ち
を
中
華
民
族
の
一
員
と
見
な
す
こ
と
に
強
く
反

発
す
る
者
も
い
る
。

㈢
　
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
へ
の
統
一
戦
線
活
動

　

ア
バ
滞
在
中
に
、筆
者
は
チ
ャ
リ
寺
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
、

一
八
二
三
年
創
建
、
ア
バ
県
査
理
郷
）
の
僧
と
知
り
合
い
、
キ
ル

テ
ィ
寺
と
チ
ャ
リ
寺
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
話
が
弾
ん
だ
。
そ
の
夜
、

僧
が
筆
者
の
宿
を
た
ず
ね
て
来
た
際
、「
八
〇
キ
ロ
離
れ
た
チ
ャ
リ

寺
か
ら
、
ア
バ
の
大
仏
塔
は
紅
く
見
え
る
よ
」
と
語
っ
た
。
そ
の
仏

塔
は
キ
ル
テ
ィ
寺
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
高
さ
三
九
メ
ー
ト
ル

の
堂
々
た
る
白
亜
の
大
仏
塔
の
周
囲
に
は
二
四
基
の
小
仏
塔
が
配
置

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
外

側
を
マ
ニ
車
の
回
廊
が

巡
っ
て
い
る
。
そ
の
威

容
か
ら
間
違
い
な
く
チ

ベ
ッ
ト
文
化
圏
屈
指
の

仏
塔
で
あ
る
。

　

ア
バ
は
海
抜
約
三
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
冬
は

早
朝
の
冷
え
込
み
こ
そ

厳
し
い
が
、
昼
間
は
よ

く
晴
れ
わ
た
り
、
夏
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
陽
光

が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ

そ
ぐ
。
仏
塔
の
周
辺
は
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近
隣
の
老
人
た
ち
の

憩
い
の
場
で
あ
り
、

絵
に
描
い
た
よ
う
な

の
ど
か
な
祈
り
の
風

景
が
眼
前
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
た
。
で

は
、
チ
ャ
リ
寺
の
僧

は
な
ぜ
こ
れ
を
「
紅

い
仏
塔
」
と
呼
ん
だ

の
か
。
筆
者
は
文
化

大
革
命
終
結
後
に
繰

り
広
げ
ら
れ
た
中
国
共
産
党
の
活
発
な
統
一
戦
線
活
動
を
色
に
例
え

て
揶
揄
し
た
の
だ
と
理
解
し
た
。『
阿
壩
県
志
』か
ら
歴
史
を
ひ
も
と

い
て
み
よ
う
﹇
阿
壩
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編1993 : 602 ‒603

﹈。

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
一
九
五
三
年
に
中
国
共
産
党
ア
バ
県
工

作
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
当
時
ア
バ
県
に
は
共
産
党
以
外
に
、

地
主
や
寺
院
と
い
う
土
着
の
権
力
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
共
産

党
は
一
九
五
八
年
に
彼
ら
か
ら
土
地
、
生
産
手
段
、
財
産
、
武
器
等

を
没
収
し
、
社
会
主
義
体
制
に
一
本
化
す
べ
く
民
主
改
革
と
呼
ば
れ

る
社
会
改
造
に
着
手
し
た
。
地
主
や
寺
院
は
即
座
に
反
発
し
、
武
器

を
手
に
共
産
党
勢
力
と
衝
突
し
た
結
果
、
双
方
に
多
数
の
犠
牲
者
が

出
た
が
、
最
終
的
に
共
産
党
が
武
力
で
ね
じ
伏
せ
、
農
民
や
牧
民
を

公
私
共
同
経
営
組
織
に
加
入
さ
せ
て
政
治
学
習
を
強
制
し
た
。

　

当
時
キ
ル
テ
ィ
寺
は
僧
千
数
百
名
を
擁
す
る
ア
バ
県
最
大
規
模
の

僧
院
で
あ
っ
た
。
座
主
の
キ
ル
テ
ィ
十
一
世
（
一
九
四
二

－

、
以
下

キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
）
が
ラ
サ
滞
在
中
で
あ
っ
た
た
め
、
大
多

数
の
僧
は
還
俗
を
強
制
さ
れ
た
り
農
業
生
産
へ
の
従
事
を
命
じ
ら
れ

た
り
し
た
。
こ
の
時
、
寺
院
の
主
要
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
農
民
や
寺
院
か
ら
土
地
、
家
畜
、
武
器
、
ア
ヘ
ン
等

を
没
収
し
、
党
と
政
府
の
管
理
下
に
置
き
社
会
主
義
改
造
は
終
わ
っ

た
。
そ
し
て
翌
年
三
月
、
民
主
改
革
運
動
の
嵐
が
目
前
に
迫
る
ラ
サ

で
、
共
産
党
と
チ
ベ
ッ
ト
族
住
民
の
間
で
騒
乱
が
発
生
し
た
直
後

に
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
側
近
を
連
れ
て
イ
ン
ド
へ
逃
れ
た
。
そ
し
て

五
月
に
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
も
亡
命
の
道
を
選
択
し
〉
2
〈

た
。

　

そ
の
後
、
文
化
大
革
命
を
経
て
ア
バ
県
に
宗
教
復
興
の
光
が
射
し

た
の
は
鄧
小
平
の
時
代
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
三
月
、
北
京
で
第

一
回
チ
ベ
ッ
ト
工
作
座
談
会
が
開
催
さ
れ
、
宗
教
活
動
の
再
開
、
還

俗
者
の
寺
院
復
帰
、
寺
院
の
再
建
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
の
交
流

促
進
等
が
決
定
し
た
。
キ
ル
テ
ィ
寺
は
そ
の
年
の
一
一
月
に
活
動
再

開
の
許
可
が
下
り
た
。
そ
し
て
一
九
八
二
年
一
〇
月
、
党
中
央
が
派

遣
し
た
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
十
世
（
以
下
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
）
が

ア
バ
県
を
視
察
に
訪
れ
た
際
、
民
族
団
結
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
宗
教
復
興
の
早
期
実
現
に
向
け
て
指
示
を
出
し
た
。
パ
ン

チ
ェ
ン
・
ラ
マ
は
建
国
後
、
中
国
共
産
党
に
よ
り
還
俗
を
強
制
さ

れ
、「
愛
国
」
人
士
と
し
て
中
央
と
チ
ベ
ッ
ト
の
橋
渡
し
役
を
担
わ

さ
れ
た
「
高
僧
」
で
あ
る
。
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そ
れ
か
ら
五
年
後
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
一
日
に
キ
ル
テ
ィ
寺
再

建
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
仏
塔
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
費
用
は
政

府
が
準
備
し
た
三
〇
万
元
と
寺
院
の
資
金
で
賄
わ
れ
た
。
ア
バ
の
住

民
は
筆
者
に
「
仏
塔
の
建
設
は
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
の
置
き
土
産

だ
」
と
語
っ
た
。
国
慶
節
の
日
に
式
典
を
開
催
し
た
理
由
は
、
文
化

大
革
命
終
結
後
、
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
が
着
実
に
実
を
結
ん
だ

こ
と
を
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
前
で
誇
示
す
る
た
め
で
あ
っ

た
。『
阿
壩
県
志
』
に
よ
る
と
、
一
九
八
七
年
八
月
か
ら
一
一
月
に

か
け
て
、
イ
ン
ド
亡
命
中
の
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
が
ア
バ
に
一

時
帰
還
し
た
と
あ
〉
3
〈
る
。
一
九
八
四
年
に
北
京
で
開
か
れ
た
第
二
回
チ

ベ
ッ
ト
工
作
座
談
会
で
は
、
高
僧
の
権
益
保
障
、
亡
命
者
の
親
族
へ

の
配
慮
等
を
柱
と
し
た
積
極
的
な
統
一
戦
線
活
動
の
推
進
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
大
仏
塔
の
完
成
と
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ

チ
ェ
の
一
時
帰
還
実
現
は
、
中
国
共
産
党
が
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
に

向
け
て
仕
掛
け
た
戦
略
的
な
統
一
戦
線
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
筆
者

は
考
え
る
。
そ
の
背
後
に
は
中
国
共
産
党
と
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
側
と
の

和
解
協
議
進
展
に
向
け
た
期
待
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
チ
ャ
リ
寺

の
僧
が
白
亜
の
仏
塔
を
「
紅
い
仏
塔
」
と
表
現
し
た
理
由
は
、
パ
ン

チ
ェ
ン
・
ラ
マ
に
よ
る
仏
塔
建
設
と
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
一

時
帰
還
と
い
う
統
一
戦
線
活
動
の
あ
ざ
と
さ
を
見
抜
い
た
か
ら
だ
と

思
わ
れ
る
。

　

筆
者
は
一
九
九
九
年
当
時
の
ア
バ
は
予
想
以
上
に
開
放
的
で
あ
る

と
感
じ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
事
例
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
キ
ル

テ
ィ
寺
に
併
設
さ
れ
た
ア

バ
県
洽
塘
西
街
小
学
校
で

あ
る
。
学
校
関
係
者
は
、

「
生
徒
数
は
少
年
僧
約
二

〇
〇
名
、
教
師
は
キ
ル

テ
ィ
寺
の
僧
が
務
め
て
い

る
た
め
、
実
質
的
に
僧
院

小
学
校
で
あ
り
、
地
元
政

府
と
の
関
係
は
良
好
で
あ

る
」
と
語
っ
た
。
も
う
一

つ
は
成
都
と
ア
バ
を
結
ぶ

長
距
離
バ
ス
の
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
外
側
に
掲
げ
ら
れ

た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
写
真

で
あ
る
。
中
国
共
産
党
が
祖
国
分
裂
主
義
者
と
見
な
す
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
の
肖
像
が
堂
々
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
バ

ス
の
運
転
手
は
「
問
題
な
い
。
ア
バ
の
チ
ベ
ッ
ト
族
は
猊
下
を
尊
敬

し
て
い
る
。
幹
部
た
ち
も
同
じ
思
い
だ
」
と
言
い
切
っ
た
。
筆
者
は

当
時
の
ア
バ
の
状
況
を
、
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
帰
還
実
現
に

向
け
た
地
元
党
・
政
府
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
受
け
と
め
た
。
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二
　
東
チ
ベ
ッ
ト
の
抗
議
活
動
と
キ
ル
テ
ィ
寺

㈠
　
ア
バ
包
囲
網
と
新
主
席
大
臣
就
任
（
二
〇
一
一
年
）

　

二
〇
一
一
年
八
月
、
一
二
年
ぶ
り
に
ア
バ
を
再
訪
し
た
。
こ
の
時

期
の
ア
バ
は
公
安
の
警
備
が
厳
し
い
こ
と
は
事
前
に
予
想
し
て
い
た

が
、
四
川
省
カ
ン
ゼ
州
の
色
達
か
ら
青
海
省
の
班ペ

マ瑪
を
経
由
し
ア
バ

方
面
に
向
か
う
車
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
到
着
日
の
夜
、
最
も

賑
わ
う
ア
バ
中
心
部
の
洽
塘
街
に
は
厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
た
。

「
武
警
八
七
四
〇
部
隊
」
の
看
板
を
掲
げ
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
装
甲

車
が
次
々
と
巡
回
し
、
歩
道
の
両
側
に
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で

立
哨
ボ
ッ
ク
ス
が
置
か
れ
、
銃
を
手
に
し
た
治
安
維
持
要
員
の
脇
に

は
防
護
盾
、
消
火
器
、
放
水
銃
、
担
架
な
ど
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
洽
塘
街
が
郊
外
に
接
す
る
東
西
二
箇
所
に
は
監
視
所
が
設
け

ら
れ
、
ア
バ
市
街
に
入
る
車
輌
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
武
警
と
は

中
国
人
民
武
装
警
察
部
隊
の
略
称
で
あ
り
、
党
と
政
府
の
指
揮
下
で

治
安
維
持
活
動
全
般
（
要
人
警
護
、
国
境
警
備
、
地
下
資
源
・
森

林
・
ダ
ム
・
消
防
・
交
通
の
管
理
等
）
を
担
っ
て
い
る
。
八
七
四
〇

部
隊
は
四
川
省
南
充
市
を
拠
点
と
す
る
機
動
部
隊
で
あ
り
、
四
川
省

全
域
を
担
当
す
る
と
同
時
に
省
内
少
数
民
族
地
区
の
監
視
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
四
川
汶
川
地
震
発
生
直
後
に
大
規
模
な
救

援
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

警
備
が
厳
し
い
理
由
は
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
の
新
た
な
動
向
と

多
発
す
る
焼
身
抗
議
の

問
題
で
あ
っ
た
。
筆
者

が
ア
バ
市
街
に
滞
在
し

た
二
〇
一
一
年
八
月
八

日
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政

府
の
本
拠
地
で
あ
る
イ

ン
ド
北
部
の
ダ
ラ
ム
サ

ラ
で
は
、
ロ
プ
サ
ン
・

セ
ン
ゲ
氏
（
一
九
六
八

－

）
の
主
席
大
臣
（
政

治
最
高
指
導
者
）
就
任

式
が
行
わ
れ
て
い
た
。

セ
ン
ゲ
氏
は
イ
ン
ド
生

ま
れ
の
チ
ベ
ッ
ト
難
民

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
政
治
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
展
望

が
開
け
な
い
亡
命
社
会
に
変
化
を
望
む
若
者
や
急
進
的
な
意
見
を
持

つ
僧
の
支
持
を
集
め
て
、
亡
命
政
府
の
新
主
席
大
臣
に
直
接
選
挙
で

選
ば
れ
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
政
治
権
限
を
移
譲
さ
れ
た
。
就
任
後

セ
ン
ゲ
氏
は
、
独
立
で
は
な
く
高
度
な
自
治
を
求
め
る
従
来
の
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
路
線
を
継
承
す
る
考
え
を
表
明
し
た
が
、
独
立
志
向
が
強

い
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
青
年
会
議
（
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
を
中
心
と
し

て
結
成
さ
れ
た
非
政
府
組
織
の
団
体
）
に
所
属
し
た
経
歴
か
ら
、
中
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国
政
府
は
強
い
警
戒
感
を
持
っ
て
い
た
。

　

武
警
の
包
囲
網
は
ア
バ
市
街
の
み
な
ら
ず
キ
ル
テ
ィ
寺
に
ま
で
及

ん
で
い
た
。
寺
の
入
り
口
に
は
臨
時
の
公
安
検
問
所
が
設
置
さ
れ
、

僧
の
行
動
に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
中
国
共
産
党
が
掲
げ
る
宗
教
政

策
四
原
則
の
一
つ
は
「
独
立
自
主
自
営
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

「
外
国
の
宗
教
勢
力
か
ら
の
影
響
を
排
除
す
る
」「
寺
院
な
ど
宗
教
活

動
場
所
を
民
主
管
理
委
員
会
が
運
営
す
る
」「
独
立
し
た
財
政
基
盤

を
も
つ
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
〉
4
〈

る
。
キ
ル
テ
ィ
寺
は
チ
ベ
ッ
ト
本
土

に
三
十
余
り
の
末
寺
を
抱
え
る
ゲ
ル
ク
派
主
要
寺
院
の
一
つ
で
あ

り
、
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
が
一
九
八
七
年
以
後
、
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
の
側
近
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
を
支
え
た
こ
と
も
あ
り
、
中

国
政
府
は
キ
ル
テ
ィ
寺
が
「
亡
命
政
府
の
影
響
と
資
金
提
供
を
受
け

る
」
こ
と
を
恐
れ
て
、
寺
の
動
向
を
常
に
監
視
し
て
き
た
。
二
〇
一

一
年
八
月
、
ア
バ
市
街
に
多
数
の
武
警
を
配
置
し
た
目
的
は
、
セ
ン

ゲ
氏
の
主
席
大
臣
就
任
に
合
わ
せ
て
新
た
な
抗
議
行
動
や
焼
身
自
殺

が
発
生
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
、
ア
バ
市
街
に
あ
る
モ
ス
ク
（
一
九
二
五
年
創
建
）
で

は
、
日
没
後
の
食
事
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
ラ
マ
ダ
ン

（
日
中
の
飲
食
を
断
ち
神
の
恵
み
に
感
謝
す
る
ム
ス
リ
ム
の
義
務
の

一
つ
）
の
期
間
中
（
八
月
一
日
〜
二
九
日
）
で
あ
っ
た
た
め
、
三
十

数
人
の
ム
ス
リ
ム
が
集
ま
っ
て
い
た
。
あ
る
信
徒
は
「
チ
ベ
ッ
ト
寺

院
が
警
戒
さ
れ
て
い
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
ム
ス
リ
ム
の
平
穏
な
生
活

も
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
の
商
売
に
も
悪
影
響
が
出
て
い

る
し
、
外
出
に
不
安
を
感
じ
る
」「
僧
の
焼
身
行
為
は
迷
惑
千
万
だ
」

と
激
し
い
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
別
の
信
徒
は
「
ア
バ
は
チ
ベ
ッ
ト

族
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
」
と
嫌
悪
感
を
示
し
た
。
ア
バ
州
に
は
金

川
、
黒
水
、
汶
川
、
松
潘
等
に
小
規
模
の
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
が
点
在

す
る
が
、
多
数
派
の
チ
ベ
ッ
ト
族
と
少
数
派
の
ム
ス
リ
ム
（
回
族
や

サ
ラ
ー
ル
族
）
の
関
係
（
回
蔵
民
族
関
係
）
は
決
し
て
良
好
で
は
な

く
、
多
く
の
場
合
、
弱
い
立
場
の
ム
ス
リ
ム
が
我
慢
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
東
チ
ベ
ッ
ト
社
会
は
チ
ベ
ッ
ト
族
と
中
国
共
産
党
の
対
立
を

軸
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
筆
者
は
雑
居
し
て
い
る
ム
ス
リ

ム
の
意
見
や
活
動
に
も
注
目
し
、
チ
ベ
ッ
ト
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
紛
争

と
い
う
視
点
も
並
行
し
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

㈡
　
焼
身
抗
議
と
僧
の
苦
悩

　

二
〇
〇
九
年
二
月
二
七
日
、
ア
バ
市
街
で
キ
ル
テ
ィ
寺
の
僧
タ

ペ
ー
が
焼
身
自
殺
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
二
〇
一
八
年
四
月
時
点

で
約
一
五
〇
名
の
僧
や
民
衆
に
よ
る
焼
身
行
為
が
東
チ
ベ
ッ
ト
各
地

で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中
原
一
博
（
チ
ベ
ッ
ト
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ル
ン

タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
東
チ
ベ
ッ
ト
で
は

ア
バ
県
で
の
発
生
件
数
三
八
が
最
多
で
あ
り
（
二
〇
一
五
年
四
月
時

点
）、
キ
ル
テ
ィ
寺
の
僧
（
還
俗
も
含
む
）
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る

﹇
中
原2015 : 19

﹈。
そ
し
て
二
〇
一
一
年
三
月
一
六
日
、
同
じ
く
キ

ル
テ
ィ
寺
の
僧
プ
ン
ツ
ォ
が
二
人
目
の
焼
身
者
と
な
っ
た
。
キ
ル

テ
ィ
寺
の
僧
は
な
ぜ
相
次
い
で
焼
身
に
走
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
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の
伏
線
は
二
〇
〇
八
年
三
月
に
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
は
、
三
月
に
ラ
サ
で
行
わ
れ
た
抗
議

行
動
（
二
〇
〇
八
年
ラ
サ
騒
乱
）
が
注
目
を
集
め
た
が
、
東
チ
ベ
ッ

ト
各
地
で
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
僧
や
民
衆
が
中
国
共
産
党
の
チ

ベ
ッ
ト
政
策
や
宗
教
政
策
に
激
し
い
抗
議
の
声
を
あ
げ
た
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
（
二
〇
〇
八
年
東
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
、
詳
細
は
川
田

﹇2015 : 353 ‒355

﹈）。
騒
乱
が
最
も
熱
を
帯
び
た
三
月
、
ア
バ
市
街

で
発
生
し
た
大
規
模
な
抗
議
行
動
は
公
安
当
局
と
激
し
く
衝
突
し
、

当
局
が
民
衆
に
銃
口
を
向
け
た
こ
と
に
よ
り
惨
劇
と
な
り
、
多
数
の

負
傷
者
が
キ
ル
テ
ィ
寺
に
運
び
込
ま
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
の

キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
よ
る
と
、
二
三
人
の
死
亡
者
が
「
確

認
」
さ
れ
、
証
拠
写
真
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
海
外
へ
発
信

さ
れ
た
（
三
・
一
六
ア
バ
事
〉
5
〈
件
）。
一
連
の
抗
議
行
動
は
宗
教
・
民

族
・
人
権
問
題
と
し
て
外
国
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
た

が
、
結
果
的
に
状
況
の
改
善
に
は
至
ら
ず
、
公
安
当
局
に
よ
る
チ

ベ
ッ
ト
僧
の
管
理
強
化
と
い
う
結
果
を
招
い
た
。

　

キ
ル
テ
ィ
寺
の
僧
を
焼
身
抗
議
に
追
い
込
ん
だ
理
由
は
、
二
〇
〇

八
年
東
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
後
の
焦
燥
感
、
中
国
政
府
に
よ
る
愛
国
主
義

教
育
の
実
施
、
公
安
当
局
の
寺
院
監
視
、
高
僧
の
不
在
、
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
等
が
考
え
ら
れ
る
（
詳
細
は
川
田
﹇2015 : 394 ‒397

﹈）。
中

国
政
府
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
と
り
わ
け
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
属
す
る

ゲ
ル
ク
派
の
有
力
寺
院
に
対
し
て
チ
ベ
ッ
ト
独
立
運
動
を
否
定
す
る

内
容
の
愛
国
主
義
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
僧
の
中
に
は
過
度
の
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
筆
者
は
二
〇
一
一
年
八

月
ア
バ
滞
在
中
に
、
こ
の
件
に
関
し
て
複
数
の
若
い
僧
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
場
所
は
キ
ル
テ
ィ
寺
付
近
の
個
人
商
店
で
あ

り
、
キ
ル
テ
ィ
寺
と
焼
身
抗
議
の
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む

証
言
も
得
ら
れ
た
。

　

僧
Ａ
「
公
安
の
管
理
が
厳
し
い
中
、
寺
院
を
出
入
り
す
る
際
に
許

可
証
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
」

　

僧
Ｂ
「
不
自
由
な
僧
院
生
活
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
自
宅
へ
戻
っ
た

者
も
い
る
」

　

僧
Ｃ
「
二
〇
〇
八
年
以
後
、
ま
と
も
な
修
行
が
で
き
て
い
な
い
」

　

僧
Ｄ
「
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
寺
へ
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

僧
Ｄ
の
発
言
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
彼
は
「
一
般
の
僧
が
キ
ル

テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
帰
還
を
求
め
る
発
言
を
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー

で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
リ
ン
ポ
チ
ェ
が
ア
バ
に
い
れ
ば
誰
も

自
殺
を
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
」
と
苦
し
い
胸
の
内
を
明
か
し
た
。
チ

ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
中
国
共
産
党
の
和
解
協
議
が
停
止
し
、
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
の
帰
還
や
自
由
な
宗
教
活
動
の
実
現
と
い
う
見
通
し
が
立

た
な
い
現
状
か
ら
、
筆
者
は
す
で
に
「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
は
た
そ
が
れ

時
を
迎
え
た
」
と
考
え
る
。
中
国
共
産
党
は
東
チ
ベ
ッ
ト
で
相
次
ぐ

僧
俗
の
焼
身
抗
議
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
て
、
特
定
寺
院
へ
の
政
治

的
圧
力
が
悲
劇
の
連
鎖
を
生
む
状
況
を
深
刻
に
受
け
と
め
る
べ
き
で

あ
る
。
一
方
、
キ
ル
テ
ィ
寺
は
今
後
亡
命
中
の
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ

チ
ェ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
の
か
、
海
外
宗
教
勢
力
と
の
交
流
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を
禁
じ
る
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
と
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ

け
る
の
か
、
そ
し
て
青
年
僧
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
と

い
う
難
題
に
答
を
見
い
だ
す
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。

三
　
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
改
造
計
画

㈠
　
社
会
主
義
社
会
へ
の
適
応

　

東
チ
ベ
ッ
ト
の
政
教
関
係
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
拠
点
は
、

ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
（
四
川
省
カ
ン
ゼ
州
色
達
県
、
以
下
仏
学
院
）

で
あ
る
。
ケ
ン
ポ
・
ジ
グ
メ
・
プ
ン
ツ
ォ
（
一
九
三
三

－

二
〇
〇

四
）
が
一
九
八
〇
年
に
開
設
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
講
習
所
が
、
一
九

八
六
年
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
の
強
い
支
援
を
受
け
た
後
、
一
九
九
七

年
に
四
川
省
政
府
よ
り
仏
教
教
育
機
関
と
し
て
認
可
さ
れ
大
き
く
発

展
し
た
。
仏
学
院
の
特
徴
は
宗
派
の
枠
を
超
え
た
教
育
内
容
、
一
万

を
超
す
学
僧
数
、
漢
族
出
家
者
や
漢
族
在
家
信
徒
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
、
そ
し
て
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
へ
の
「
協
力
」
姿
勢
で
あ

る
。
概
ね
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
ケ
ン
ポ
・
ソ
ダ
ジ
（
一
九
六
二

－

）

と
ケ
ン
ポ
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ロ
ド
ゥ
（
一
九
六
二

－

）
が
中
心
と
な

り
組
織
運
営
と
教
学
改
革
を
担
っ
て
き
た
。
二
人
の
ケ
ン
ポ
（
学
堂

長
）
は
高
度
な
学
問
を
有
す
る
が
化
身
ラ
マ
で
は
な
い
。
学
僧
は
ニ

ン
マ
派
や
カ
ギ
ュ
派
出
身
者
が
主
体
で
あ
り
、
ゲ
ル
ク
派
僧
の
入
学

や
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
の
交
流
は
確
認
で
き
な
〉
6
〈

い
。

　

現
代
中
国
の
宗
教
状
況
を
論
じ
る
際
、「
無
神
論
と
信
教
の
自
由
」

と
い
う
難
題
に
悩
ま
さ
れ
る
。
中
国
共
産
党
の
宗
教
信
仰
に
対
す
る

立
場
は
無
神
論
で
あ
り
、
宗
教
を
ア
ヘ
ン
に
た
と
え
た
マ
ル
ク
ス
主

義
宗
教
観
は
、
毛
沢
東
か
ら
習
近
平
の
時
代
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
文
革
終
息
後
、
共
産
党
は
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主

義
」
を
実
現
す
る
過
程
で
、
宗
教
の
存
在
と
意
義
を
公
式
に
認
め
て

き
た
（
中
共
中
央
一
九
八
二
年
一
九
号
文
件
）。
そ
こ
で
、
中
国
共

産
党
の
宗
教
を
対
象
と
し
た
統
一
戦
線
活
動
に
対
し
、
仏
学
院
の
高

僧
は
対
決
姿
勢
で
は
な
く
「
協
力
」
の
姿
勢
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、

国
内
外
で
活
動
領
域
の
拡
大
を
実
現
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
中

国
共
産
党
が
掲
げ
る
「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
（
胡
錦
濤
・
習
近
平
時

期
）
に
沿
っ
た
格
差
問
題
・
貧
困
扶
助
・
就
学
支
援
・
災
害
援
助
・

環
境
保
護
等
へ
の
協
力
、「
一
帯
一
路
」
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏

構
想
（
習
近
平
時
期
）
に
沿
っ
た
諸
外
国
と
の
宗
教
文
化
交
流
や
宗

教
間
対
話
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
国
内
外
の
大
学
や
知
識
人
と
の
交

流
を
重
ね
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
各
地
で
弘ぐ

法ほ
う

活
動

を
実
現
さ
せ
て
き
た
﹇
川
田2017 : 306 ‒314

﹈。

　

二
人
の
ケ
ン
ポ
は
『
あ
な
た
は
何
を
急
い
で
い
る
の
か
』﹇
索
達

吉
堪
布2015

﹈、『
私
た
ち
は
な
ぜ
幸
福
で
は
な
い
の
か
』﹇
慈
誠
羅

珠
堪
布2014

﹈
等
、
漢
語
版
仏
教
エ
ッ
セ
イ
集
や
人
生
指
南
書
・

自
己
啓
発
書
を
多
数
出
版
し
、
人
間
関
係
に
苦
悩
す
る
者
や
達
成
感

に
乏
し
い
高
学
歴
者
に
仏
教
の
智
慧
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ

か
け
、
多
数
の
漢
族
読
者
を
獲
得
し
た
。
国
内
で
は
宗
教
政
策
四
原
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則
の
一
つ
で
あ
る
社
会
主
義
社
会
へ
の
「
適
応
」
を
念
頭
に
置
い
た

宗
教
活
動
を
模
索
し
、
外
国
訪
問
時
に
は
華
人
信
徒
へ
の
説
法
や
大

学
で
の
講
演
に
力
を
注
ぎ
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
連
携
構
築
に
も
意
欲
的
で
あ
る
。

　

ア
バ
の
キ
ル
テ
ィ
寺
の
事
例
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
亡

命
政
府
と
の
「
交
流
」
が
疑
わ
れ
る
主
に
ゲ
ル
ク
派
の
有
力
寺
院
に

対
し
て
、
中
国
政
府
が
監
視
と
宗
教
活
動
の
制
限
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
政
府
は
国
内
す
べ
て
の
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
組
織
に
一
律
の
圧
力
を
か
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
東
チ

ベ
ッ
ト
で
は
仏
学
院
、
ヤ
チ
ェ
ン
修
行
地
（
四
川
省
カ
ン
ゼ
州
白
玉

県
）、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
寺
（
同
徳
格
県
）
の
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
の

統
一
戦
線
活
動
に
「
従
順
」「
協
力
的
」
と
い
う
大
人
の
対
応
（
面

従
腹
背
の
姿
勢
）
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
教
育
機
関
、
宗

教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
寺
院
の
維
持
と
発
展
に
成
功
し
た
例
も
あ
る
。

仏
学
院
と
ヤ
チ
ェ
ン
修
行
地
は
そ
れ
ぞ
れ
一
万
余
の
学
僧
と
修
行
者

を
抱
え
る
が
、
二
〇
〇
八
年
東
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
の
際
に
抗
議
活
動
に

参
加
せ
ず
、
そ
の
後
焼
身
抗
議
者
も
出
て
い
な
い
。
学
僧
や
修
行
者

を
束
ね
る
高
僧
（
化
身
ラ
マ
や
学
堂
長
）
が
僧
尼
や
信
徒
と
の
間
に

築
き
あ
げ
た
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
が
根
底
に
あ
る
か
ら
だ
。
仏
学

院
に
限
っ
て
言
え
ば
、
概
ね
二
〇
〇
五
年
か
ら
一
五
年
ま
で
の
政
教

関
係
が
安
定
し
た
約
一
〇
年
間
を
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
、
社
会
の
信
頼
関
係
・
規

範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
社
会
組
織
の
重
要
性
を
説
く
概
念
）

と
い
う
役
割
か
ら
論
じ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
詳
細
は
川
田

﹇2012 : 156 ‒184

﹈）。

㈡
　
二
〇
一
六
年
仏
学
院
へ
の
逆
風

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
仏
学
院
を
め
ぐ
る
政
教
関
係
が

風
雲
急
を
告
げ
た
。Voice of T

ibet

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
拠
点
と
す
る

チ
ベ
ッ
ト
支
援
組
織
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
中
国
政
府
は
仏

学
院
の
学
僧
数
を
半
減
さ
せ
る
計
画
あ
り
」
と
報
じ
た
か
ら
だ
（
六

月
七
〉
7
〈

日
）。
同
時
に
「
外
国
人
の
仏
学
院
訪
問
禁
止
」
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
始
め
た
た
め
、
筆
者
は
夏
に
予
定
し
て
い
た
仏
学
院
の
調

査
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
敏
感
に
反
応

し
た
香
港
や
台
湾
の
仏
教
関
係
者
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
人
権
擁
護

団
体
が
、
す
ぐ
さ
ま
仏
学
院
の
現
状
維
持
と
学
僧
の
保
護
を
次
々
と

訴
え
始
め
た
。
す
る
と
そ
の
直
後
に
中
国
政
府
は
「
持
続
可
能
な
仏

学
院
を
実
現
す
る
目
的
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
す
る
」
と
い
う
通

知
を
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
す
る
政
府
批
判
を
沈
静
化

さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
（
六
月
一
〇
〉
8
〈

日
）。
肥
大
化
し
た
仏
学
院
は

急
峻
な
谷
間
に
木
組
み
の
僧
坊
が
密
集
し
た
状
態
に
あ
り
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
の
崩
落
や
火
災
発
生
の
危
険
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で

四
川
省
及
び
カ
ン
ゼ
州
政
府
は
電
気
配
線
、
消
防
設
備
、
上
水
道
、

ゴ
ミ
処
理
等
の
懸
案
事
項
を
解
決
す
る
目
的
で
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
着
手
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
九
日
に
仏
学
院



写真７　仏学院火災の全国ニュース
http://www.pingxiaow.com/hot/2014/0110/101623.html

（2014年１月12日閲覧）

写真８　僧坊解体写真を掲載したSNS
https://twitter.com/degewa（2016年７月22日閲覧）
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で
発
生
し
た
僧
坊
火
災
で
あ
る
。「
新
華
網
」
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、

電
気
系
統
の
シ
ョ
ー
ト
に
よ
り
約
一
五
〇
戸
の
尼
僧
坊
に
被
害
が
出

て
お
り
、
武
警
八
七
四
〇
部
隊
（
二
〇
一
一
年
ア
バ
の
警
備
を
担

当
）
が
出
動
し
、
消
火
と
被
災
し
た
尼
僧
へ
の
支
援
に
当
た
っ
〉
9
〈

た
。

火
災
発
生
の
直
後
、
学
僧
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
や

動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
る
と
、

香
港
や
台
湾
の
信
徒
か
ら
見
舞
い
や
激
励
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。
今
回
の
事
態
を
重
く
見
た
中
国
政
府
は
、
火
災
発
生
の
翌
日
に

中
国
中
央
電
視
台
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
火
災
を
動
画
で
伝

え
、
党
と
政
府
の
迅
速
な
対
応
が
早
期
の
鎮
火
を
導
い
た
こ
と
を
強

調
し
た
。
火
災
の
発
生
、
武
警
の
救
援
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
の
放
映
と

い
う
一
連
の
流
れ
は
、
仏
学
院
に
と
っ
て
思
わ
ぬ
逆
風
と
な
り
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

政
府
の
再
開
発
告
知
か
ら
一
カ
月
後
の
七
月
二
〇
日
、
仏
学
院
の

僧
坊
解
体
が
始
ま
る
と
重
機
は
先
ず
尼
僧

居
住
区
に
襲
い
か
か
っ
た
。
政
府
の
言
い

分
は
仏
学
院
へ
の
弾
圧
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
安
全
確
保
を
目
的
と
し
た
再
開
発

で
あ
る
。
最
終
的
に
僧
坊
が
何
戸
解
体
さ

れ
、
学
僧
が
何
人
放
逐
さ
れ
た
の
か
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
政
府
は
短
期
滞
在
者

（
流
動
人
口
）
の
適
正
な
管
理
を
理
由

に
、
カ
ン
ゼ
州
出
身
者
以
外
の
者
を
退
去

対
象
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一

一
月
に
な
る
と
、
政
府
は
学
僧
に
「
退
去

承
諾
書
」
へ
の
署
名
を
も
と
め
、
将
来
再

び
仏
学
院
へ
戻
ら
な
い
こ
と
を
約
束
さ
せ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
移
送
用

の
バ
ス
と
む
せ
び
泣
く
尼
僧
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
た
。
緊
急
事
態
の
発
生
を
前
に
、
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仏
学
院
の
ケ
ン
ポ
は
「
嵐
が
去
る
の
を
待
て
」「
治
安
当
局
に
抵
抗

す
る
な
」「
大
騒
ぎ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
情
報
を
出
さ
な
い

よ
う
に
」
と
い
う
指
示
を
出
し
、
学
僧
の
動
揺
を
鎮
め
る
努
力
を

行
っ
〉
10
〈

た
。

㈢
　
仏
学
院
改
造
計
画
の
目
的

　

二
〇
一
六
年
七
月
に
始
ま
っ
た
仏
学
院
改
造
計
画
は
、
二
〇
一
八

年
六
月
時
点
で
も
進
行
中
で
あ
り
、
外
国
人
の
入
構
禁
止
措
置
も
解

除
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
今
回
の
仏
学
院
改
造
の
目
的
が
二
つ
あ

る
と
考
え
る
。

⑴　

共
産
党
大
会
と
「
宗
教
事
務
条
例
」
の
修
訂

　

二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
北
京
で
第
一
九
回
中
国
共
産
党
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、
第
二
期
習
近
平
政
権
の
発
足
が
承
認
さ
れ
た
。
地
方

の
党
幹
部
に
と
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ
ル
族
の
居
住
地
区
で
宗

教
管
理
の
業
績
を
上
げ
る
こ
と
は
出
世
の
近
道
で
あ
る
た
め
、
五
年

に
一
度
開
か
れ
る
党
大
会
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
仏
学
院
の
僧
坊
と

学
僧
の
総
数
削
減
と
い
う
目
に
見
え
る
業
績
、
数
値
化
で
き
る
業
績

作
り
に
励
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
学
院
に
対
す
る
同
様
な
粛
正
行

為
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
一
年
に
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
表

向
き
の
理
由
は
長
期
・
短
期
滞
在
者
の
適
正
な
管
理
や
消
防
対
策
で

あ
っ
た
が
、
実
際
は
党
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
の
指
示
に
よ
り
、
江

沢
民
か
ら
胡
錦
濤
へ
の
政
権
移
行
時
期
に
チ
ベ
ッ
ト
政
策
の
不
安
定

要
素
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
詳
細
は
川
田
﹇2015 : 205 ‒

215

﹈）。

　

第
一
九
回
党
大
会
に
て
習
近
平
は
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の

実
現
を
宣
言
し
、
党
規
約
に
習
近
平
思
想
を
盛
り
込
ん
だ
。
宗
教
政

策
で
は
「
宗
教
の
中
国
化
」
つ
ま
り
宗
教
と
社
会
主
義
の
適
応
を
積

極
的
に
導
く
こ
と
を
強
調
し
、
全
般
的
に
宗
教
管
理
の
強
化
を
印
象

付
け
た
（
鄧
小
平
以
後
の
宗
教
政
策
の
継
承
と
発
展
）。
宗
教
管
理

に
お
け
る
第
二
期
習
近
平
政
権
の
目
玉
政
策
は
、「
宗
教
事
務
条

例
」（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
公
布
）
の
修
訂
で
あ
っ
た
（
二

〇
一
七
年
六
月
一
四
日
修
訂
、
二
〇
一
八
年
二
月
一
日
施
行
）。
条

例
の
修
訂
は
一
三
年
ぶ
り
で
あ
り
、
第
三
章
に
「
宗
教
院
校
」
が
新

た
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
宗
教
院
校
の
設
立
と
運
営
に
政
府
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
く
関
与
す
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
最
大
規
模
の
教
学
機
関
で
あ
る
仏
学
院
へ
の
強
権
発
動

は
、
条
例
の
修
訂
に
合
わ
せ
た
宗
教
管
理
強
化
方
針
の
具
現
化
・
可

視
化
と
い
う
役
割
も
持
っ
て
い
る
。

⑵　

観
光
化
推
進
の
準
備

　

二
〇
一
七
年
に
入
っ
て
、
党
と
政
府
は
仏
学
院
の
改
造
工
事
を
加

速
せ
よ
と
い
う
指
令
を
出
し
た
。
仏
学
院
に
と
っ
て
改
造
計
画
に
伴

う
新
た
な
頭
痛
の
種
は
、
信
仰
な
き
訪
問
者
の
受
け
入
れ
問
題
で
あ

る
。
地
元
政
府
に
と
っ
て
仏
学
院
の
観
光
化
推
進
は
、
交
通
や
宿
泊

面
で
地
元
に
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
宗
教
活
動

の
弱
体
化
と
い
う
間
接
的
な
成
果
も
獲
得
で
き
る
。
た
だ
し
、
学
問

と
観
光
の
共
存
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。



写真９　新仏学院の青写真
http://www.sohu.com/a/134612221_186357?_f=v2-index-feeds

（2017年６月５日閲覧）

105──東チベットにおける統一戦線活動と政教関係

㈣
　
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

　

信
仰
な
き
訪
問
者
は
主
に
漢
族
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
を
指
し
て

お
り
、
同
時
に
海
外
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
関
心
も
強
ま
っ
て
い
る
。

近
年
の
観
光
客
増
加
は
、
二
〇
〇
八
年
東
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
以
後
、
政

府
の
仏
学
院
に
対
す
る
宗
教
管
理
が
閉
鎖
か
ら
開
放
へ
と
転
換
し
た

結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
中
国
で
は
都
市
部
労
働
者
の
観
光
熱
が

年
々
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
世
俗
化
し
た
ラ
サ
観
光
に
飽
き
た
ら

な
い
観
光
客
が
東
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
バ
州
や
カ
ン
ゼ
州
に
熱
い
視
線
を

注
い
で
い
る
。
仏
学
院
来
訪
者
を
強
く
惹
き
付
け
る
も
の
は
、
巨
大

な
僧
房
群
の
撮
影
、
鳥
葬
の
見
学
、
そ
し
て
海
抜
約
四
千
メ
ー
ト
ル

で
の
高
地
体
験
で
あ
る
。
仏
学
院
が
学
問
と
修
行
の
場
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
は
間
違
い
な
く
秩
序
を
乱
す
侵
入
者
で
あ
る
。

大
型
カ
メ
ラ
と
望
遠
レ
ン
ズ
を
抱
え
た
観
光
客
の
勝
手
な
振
る
舞
い

が
、
学
僧
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
嘆
か
わ
し
い

限
り
だ
。
し
か
し
彼
ら
は
同
時
に
、
非
日
常
的
空
間
で
一
種
の
宗
教

的
な
体
験
を
求
め
、
新
た
な
世
界
観
を
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

に
わ
か
「
巡
礼
者
」
で
も
あ
る
。

　

漢
族
観
光
客
が
急
増
し
た
理
由
の
一
つ
は
鳥
葬
の
見
学
で
あ
る
。

「
仏
学
院
で
鳥
葬
さ
れ
た
者
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
（
三
悪
趣
）
に

落
ち
な
い
」
と
い
う
ジ
グ
メ
・
プ
ン
ツ
ォ
前
学
院
長
の
教
え
に
基
づ

き
、
仏
学
院
に
は
ほ
ぼ
毎
日
青
海
省
や
甘
粛
省
か
ら
も
複
数
の
遺
骸

が
運
ば
れ
て
く
る
。
筆
者
が
二
〇
一
二
年
に
仏
学
院
を
訪
問
し
た

際
、
改
造
計
画
の
予
兆
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
移
転
し
た
鳥

葬
場
に
大
型
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
、
観
光
客
の
た
め
の
鳥
葬
シ
ョ
ー

と
化
し
て
い
た
の
だ
。
新
鳥
葬
場
計
画
の
立
案
者
は
地
元
の
色
達
県

政
府
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
目
的
は
信
仰
な
き
訪
問
者
へ

の
お
も
て
な
し
、
つ
ま
り
観
光
振
興
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
六
月
以
降
、
外
国
人
の
仏
学
院
訪
問
は
禁
止
さ
れ
た

が
、
漢
族
観
光
客
は
制
限
の
対
象
外
で
あ
る
。
観
光
客
が
仏
学
院
で

撮
影
し
た
改
造
計
画
図
に
よ
る
と
、
新
た
な
僧
坊
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
あ

り
、
学
院
内
に
は

拡
幅
さ
れ
た
道
路

や
広
場
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で

あ
〉
11
〈

る
。
丘
の
上
に

は
来
訪
者
用
の
展

望
台
が
設
け
ら

れ
、
修
行
エ
リ
ア

と
観
光
エ
リ
ア
が

区
別
さ
れ
、
入
場

料
の
徴
収
も
想
定

さ
れ
て
い
る
﹇
易

2014 : 34
﹈。
こ
の

よ
う
に
政
府
主
導
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に
よ
る
仏
学
院
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
は
、
宗
教
と
観
光
が
交
差
し

融
合
す
る
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
と
い
う
役
割
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
キ
ル
テ
ィ
寺
と
仏
学
院
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

を
通
し
て
真
理
を
探
究
す
る
場
で
あ
る
が
、
背
後
に
中
国
共
産
党
の

統
一
戦
線
活
動
と
い
う
政
治
の
影
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
共
産
党

は
宗
教
指
導
者
に
統
一
戦
線
活
動
を
行
う
際
、
柔
道
の
寝
技
の
如
く

じ
わ
じ
わ
と
相
手
を
攻
め
て
懐
柔
す
る
。
例
え
ば
、
高
僧
が
党
の
宗

教
政
策
に
従
う
と
誓
え
ば
攻
め
の
手
を
一
時
的
に
緩
め
る
が
、
反
抗

姿
勢
を
示
す
と
一
気
に
締
め
つ
け
て
圧
倒
す
る
。
中
国
共
産
党
批
判

を
強
め
る
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
に
対
し
て
は
、
代
理
交
渉
で
は
な
く

外
交
手
段
を
巧
み
に
駆
使
し
て
圧
力
を
強
め
、
外
堀
を
埋
め
て
焦
り

を
引
き
出
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
統
一
戦
線
活
動
の
視
点
か
ら
キ
ル
テ
ィ
寺
の
問
題
を
考

え
て
み
る
。
一
九
八
七
年
中
国
共
産
党
が
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ

に
イ
ン
ド
か
ら
ア
バ
へ
の
一
時
帰
還
を
要
請
し
、
キ
ル
テ
ィ
寺
大
仏

塔
の
竣
工
式
に
招
待
し
た
。
座
主
に
キ
ル
テ
ィ
寺
の
再
建
を
約
束

し
、
高
僧
の
地
位
と
活
動
の
自
由
を
確
約
す
る
こ
と
で
、
党
が
進
め

る
宗
教
復
興
政
策
へ
の
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
当

局
の
懐
柔
策
は
実
を
結
ば
ず
、
キ
ル
テ
ィ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
イ
ン
ド

へ
戻
っ
た
後
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
側
近
と
し
て
亡
命
政
府
で
要
職
を

務
め
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
余
年
後
、
キ
ル
テ
ィ
寺
の
僧
が
相
次
い
で

焼
身
抗
議
を
行
っ
た
際
、
共
産
党
は
武
警
を
動
員
し
て
寺
院
を
包
囲

し
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
結
託
し
祖
国
分
裂
を
画
策
す
る
「
犯
罪

者
」
と
し
て
多
数
の
僧
を
容
赦
な
く
取
り
締
ま
っ
た
。
キ
ル
テ
ィ
寺

は
今
後
も
治
安
当
局
の
制
裁
対
象
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
る
道
を
選
ぶ

の
か
、
そ
れ
と
も
社
会
主
義
社
会
へ
の
「
適
応
」
の
道
を
模
索
す
る

の
か
、
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
亡
命
か
ら
六
〇
年
が
経

過
し
た
今
、
イ
ン
ド
在
住
の
座
主
が
中
国
共
産
党
と
の
関
係
を
め

ぐ
っ
て
、
キ
ル
テ
ィ
寺
の
僧
に
明
確
な
指
針
を
示
す
こ
と
を
筆
者
は

期
待
し
た
い
。

　

仏
学
院
は
一
九
八
〇
年
の
仏
教
講
習
所
開
設
以
来
、
中
国
共
産
党

の
統
一
戦
線
活
動
に
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
。
初
代
学
院
長
の
ジ
グ

メ
・
プ
ン
ツ
ォ
は
色
達
県
で
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
の
委
員
を
務

め
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
と
の
交
流
を
通
じ
て
仏
学
院
運
営
の
礎
を

築
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
「
仏
学
院
の
存
続
を
切
に
願
う
」
と
い

う
遺
言
を
残
し
て
遷
化
し
た
。
高
弟
で
あ
る
二
人
の
ケ
ン
ポ
は
、

「
宗
派
を
超
え
た
教
学
機
関
を
維
持
せ
よ
」
と
い
う
パ
ン
チ
ェ
ン
・

ラ
マ
の
教
え
と
師
の
遺
言
を
守
り
、
共
産
党
が
掲
げ
る
「
宗
教
と
和

諧
」
政
策
や
「
一
帯
一
路
」
宗
教
交
流
政
策
に
協
力
的
な
姿
勢
を
保

つ
こ
と
に
よ
り
、
仏
学
院
の
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
、
活
動
領
域
を
広

げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
多
数
の
漢
族
信
徒

を
集
め
、
漢
族
知
識
人
を
味
方
に
付
け
、
海
外
か
ら
中
国
と
チ
ベ
ッ
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ト
を
見
る
視
点
を
獲
得
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
仏
学
院
の
対
応
は

「
権
力
へ
の
す
り
寄
り
だ
」
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
た
だ
し
、
仏
学

院
の
存
続
を
念
頭
に
置
い
た
ケ
ン
ポ
た
ち
の
当
局
へ
の
「
協
力
」
姿

勢
の
内
側
に
は
、
中
国
共
産
党
の
宗
教
支
配
に
対
す
る
し
た
た
か
な

「
抵
抗
」
の
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
当
局
か

ら
の
干
渉
を
最
小
限
に
留
め
て
自
ら
の
宗
教
活
動
の
場
を
守
る
に

は
、
交
渉
を
拒
否
す
る
の
で
は
な
く
応
じ
る
態
度
を
示
す
こ
と
が
得

策
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
以
降
、
仏
学
院
は
政
府
が

強
行
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
と
観
光
化
推
進
政
策
と
い
う
難
題
に

直
面
し
て
い
る
が
、
ケ
ン
ポ
は
学
僧
に
「
当
局
に
抵
抗
せ
ず
嵐
が
過

ぎ
去
る
の
を
待
て
」
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
仏
学
院
の
ケ
ン
ポ
と

学
僧
を
支
え
て
い
る
の
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
政
治
の
大
混
乱
を
乗

り
越
え
て
チ
ベ
ッ
ト
本
土
に
留
ま
り
、
仏
学
院
を
開
設
し
た
ジ
グ

メ
・
プ
ン
ツ
ォ
前
学
院
長
へ
の
尊
敬
の
念
と
信
頼
感
で
あ
る
。
東
チ

ベ
ッ
ト
の
政
教
関
係
を
考
え
る
上
で
、
高
僧
の
役
割
と
師
弟
関
係
と

い
う
視
点
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

最
後
に
、
今
回
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
チ
ベ
ッ

ト
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
ヤ
チ
ェ
ン
修
行
地
も
同
じ
く
政
府
の
観

光
化
推
進
政
策
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
が
、
高
僧
ア
ソ
ン
・
リ
ン
ポ

チ
ェ
が
政
府
に
宥
和
的
姿
勢
を
示
し
、
修
行
者
た
ち
と
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
で
、
大
規
模
な
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
秩
序
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と
を
書
き
加
え
て
お
〉
12
〈

く
。

〔
付
記
〕
第
一
節
の
記
述
は
川
田
﹇2002

﹈
の
内
容
と
重
複
す
る
箇
所

が
あ
る
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費16 K

02022

、16 H
05712

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注〈
1
〉 

本
稿
に
お
け
る
東
チ
ベ
ッ
ト
は
カ
ム
と
ア
ム
ド
を
合
わ
せ
た
地

域
で
あ
り
、
現
在
の
行
政
区
画
で
は
四
川
・
青
海
・
甘
粛
・
雲
南
各

省
内
の
チ
ベ
ッ
ト
族
居
住
地
区
に
相
当
す
る
。
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
内

の
チ
ャ
ム
ド
や
ナ
ク
チ
ュ
等
も
歴
史
的
区
分
で
は
カ
ム
で
あ
る
が
、

外
国
人
の
入
域
が
困
難
な
た
め
調
査
地
か
ら
除
外
し
た
。

〈
2
〉  

李
江
琳
「
阿
壩
自
焚
事
件
的
背
景
│
│
専
訪
格
爾
登
仁
波
切
」

http://www.epochtim
es.com

/gb/11 /12 /8 /n3451686 .htm

（
二
〇

一
八
年
四
月
二
五
日
閲
覧
）。

〈
3
〉 

拙
著
の
中
で
、
キ
ル
テ
ィ
十
一
世
の
帰
還
は
実
現
し
な
か
っ
た

と
記
し
た
が
誤
り
で
あ
っ
た
﹇
川
田2015 : 395

﹈。
一
時
帰
還
時
期

は
文
献
資
料
に
よ
り
異
な
る
。
阿
壩
州
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編

﹇2011 : 238

﹈
は
一
九
八
四
年
、
阿
壩
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編

﹇1993 : 603

﹈
は
一
九
八
七
年
と
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
大
仏
塔

竣
工
時
期
と
の
関
係
か
ら
後
者
を
採
用
し
た
。

〈
4
〉 

江
沢
民
が
掲
げ
た
宗
教
政
策
四
原
則
（
二
〇
〇
二
年
）
と
は
、

⑴
宗
教
信
仰
の
自
由
、
⑵
法
に
基
づ
く
宗
教
事
務
の
管
理
、
⑶
独
立

自
主
自
営
、
⑷
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
へ
の
適
応
で
あ
り
、
習
近
平

政
権
に
お
い
て
も
四
原
則
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

〈
5
〉 

注〈
2
〉に
同
じ
。
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〈
6
〉 

一
九
九
〇
年
に
ジ
グ
メ
・
プ
ン
ツ
ォ
は
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た

際
、
中
国
政
府
に
申
請
後
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
交
流

し
た
。
た
だ
し
、
組
織
間
の
交
流
（
仏
学
院
と
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政

府
）
で
は
な
く
、
個
人
間
の
交
流
（
ジ
グ
メ
・
プ
ン
ツ
ォ
と
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
）
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
川
田
﹇2015 : 216 ‒218

﹈
を
参
照
。

〈
7
〉 

「
西
蔵
色
達
五
明
仏
学
院
過
半
僧
尼
将
遭
駆
逐
」（
二
〇
一
六
年

六
月
七
日
）http://www.vot.org/cn/%

e8 %
a5 %

bf%
e8 %

97 %
8 f%

e8
%

89 %
b2 %

e8 %
be%

be%
e4 %

ba%
94 %

e6 %
98 %

8 e%
e4 %

bd%
9 b%

e5
%

ad%
a6 %

e9 %
99 %

a2 %
e8 %

bf%
87 %

e5 %
8 d%

8 a%
e5 %

83 %
a7 %

e5
%

b0 %
bc%

e5 %
b0 %

86 %
e9 %

81 %
ad%

e9 %
a9 %

b1 %
e9 %

80 %
90 /

（
二

〇
一
七
年
六
月
五
日
閲
覧
）。

〈
8
〉 

「
色
達
五
明
仏
学
院
要
遭
拆
了
？
你
信
了
嗎
？
」https://m

p. 
weixin.qq.com

/s?__biz =M
zA

4 N
T

U
0 N

D
gyM

g ==&
m

id =2651
871869 &

idx =1 &
sn =7 e868692494 ca601 f282 e2 dc170 f55 a9

（
二

〇
一
七
年
八
月
三
日
閲
覧
）。

〈
9
〉 

「
武
警
８
７
４
０
部
隊
官
兵
全
力
参
与
五
明
仏
学
院
火
災
救
援
」

http://new
s.xinhuanet.com

/m
il/2014 -01 /16 /c_126013127 .htm

（
二
〇
一
四
年
一
月
一
七
日
閲
覧
）。

〈
10
〉 

「
西
蔵
色
達
喇
栄
僧
舍
開
拆 

堪
布
慈
誠
奉
勧
信
衆
勿
衝
動
」（
二

〇
一
六
年
七
月
二
一
日
）http://www.vot.org/cn/%

E
8 %

A
5 %

BF
%

E
8 %

97 %
8 F%

E
8 %

89 %
B2 %

E
8 %

BE
%

BE
%

E
5 %

96 %
87 %

E
8 %

8
D

%
A

3 %
E

5 %
83 %

A
7 %

E
8 %

88 %
8 D

%
E

5 %
B

C
%

80 %
E

6 %
8 B%

86 -%
E

5 %
A

0 %
A

A
%

E
5 %

B8 %
83 %

E
6 %

85 %
88 %

E
8 %

A
F%

9
A

%
E

5 %
A

5 %
89 %

E
5 %

8 A
%

9 D
%

E
4 %

BF%
A

1 %
E

4 %
BC

%
97 %

E
5 %

8 B%
BF%

E
5 %

86 %
B2 %

E
5 %

8 A
%

A
8 /

（
二
〇
一
六
年
七
月
二

五
日
閲
覧
）。

〈
11
〉 

二
〇
一
〇
年
の
青
海
地
震
後
に
再
建
さ
れ
た
ジ
ェ
グ
（
結
古
）

寺
（
青
海
省
玉
樹
市
）、
そ
し
て
ゾ
ク
チ
ェ
ン
（
佐
欽
）
寺
（
四
川

省
徳
格
県
）
に
て
、
僧
院
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
行
中
で
あ

る
こ
と
を
筆
者
は
二
〇
一
七
年
八
月
に
現
地
で
確
認
し
た
。
政
府
主

導
に
よ
る
仏
学
院
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
観

光
化
政
策
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
12
〉 

ヤ
チ
ェ
ン
修
行
地
は
一
九
八
五
年
に
ア
チ
ュ
ウ
・
ラ
マ
（
一
九

二
七

－

二
〇
一
一
）
が
開
設
し
た
。
修
行
者
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ニ
ン

マ
派
の
僧
尼
が
中
心
で
あ
る
が
、
他
宗
派
の
受
け
入
れ
も
行
う
。
漢

族
の
出
家
者
や
信
徒
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
宗
教
難
民
村
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
。
川
田
﹇2015 : 237 ‒322

﹈
を
参
照
。
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